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災
害
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
よ
う

　
吹
く
風
に
ら
し
か

ら
ぬ
冷
た
さ
を
感
じ

る
日
も
数
日
あ
っ
た

が
、
今
月
1
日
に
は

「
立
春
」
（
2
月
4
日
）

か
ら
数
え
て
88
日
目

に
当
た
り
播
種
の
適

期
と
さ
れ
、
夏
も
近

づ
く
―
茶
ど
こ
ろ
で

は
茶
摘
み
の
最
盛
期

と
言
わ
れ
る
「
八
十
八

夜
」
が
過
ぎ
た
。

　
季
節
が
春
か
ら
夏
へ

と
移
り
変
わ
る
頃
と
い

う
「
立
夏
」
も
「
こ
ど

も
の
日
」
の
5
日
に
過

ぎ
、
壱
岐
の
島
の
5
浦

を
巡
っ
て
開
か
れ
、
春
か
ら
初

夏
に
か
け
て
の
伝
統
の
風
物

詩
・
春
の
市
も
13
日
の
郷
ノ
浦

八
日
市
で
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え

た
。
21
日
に
は
草
木
が
青
々

と
繁
り
大
地
に
生
気
が
満
ち

み
ち
て
く
る
頃
と
さ
れ
る
「
小

満
」
で
、
先
日
来
島
し
た
修

学
旅
行
生
ら
が
壱
岐
の
美
し

い
海
を
体
験
し
た
筒
城
浜
海

水
浴
場
の
海
、
空
の
色
合
い

は
す
っ
か
り
夏
色
に
輝
い
て

い
る
よ
う
に
見
え
た
。

　
自
分
も
そ
う
感
じ
て
い
る
一

人
だ
が
、
「
最
近
は
春
、
秋
の

季
節
館
が
薄
れ
て
き
た
と
感
じ

る
人
が
増
え
て
い
る
」
と
、
先

日
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
の
キ
ャ
ス

タ
ー
が
話
し
て
い
た
。
原
の
辻

遺
跡
を
一
望
に
す
る
一
支
国
博

物
館
近
く
で
麦
畑
の
穂
の
色

が
、
「
だ
い
ぶ
黄
金
色
に
変
化

し
て
き
た
な
」
と
思
っ
た
先

日
、
夜
に
出
か
け
た
食
事
処

の
ネ
タ
ケ
ー
ス
に
は
「
ボ
タ

ツ
」
（
福
岡
方
面
で
は
ア
ブ
ッ

テ
カ
モ
）
な
ど
と
呼
ば
れ
今

が
旬
と
さ
れ
る
ス
ズ
メ
ダ
イ

が
並
び
、
そ
の
ケ
ー
ス
に
見

え
る
季
節
感
を
何
と
も
う
れ

し
く
眺
め
た
。

　
福
岡
管
区
気
象
台
が
発
表
し

た
5
～
7
月
の
3
か
月
予
報
を

み
る
と
、
今
月
は
平
年
と
同
様

に
晴
れ
の
日
が
多
く
、
6
月
は

曇
り
や
雨
の
日
が
多
く
、
気
温

は
平
年
並
み
や
高
い
確
率
が

40
％
、
7
月
は
前
半
は
ぐ
ず
つ

く
日
が
多
く
、
後
半
は
晴
れ
の

日
が
多
い
―
と
す
る
予
想
で
、

梅
雨
入
り
は
、
平
年
は
6
月
5

日
頃
と
な
っ
て
お
り
、
1
か
月

を
切
っ
た
。
そ
の
梅
雨
入
り
か

ら
長
雨
や
豪
雨
に
よ
る
災
害
が

心
配
さ
れ
る
時
期
と
な
る
。

　
今
月
6
日
に
は
、
茨
城
、
栃

木
の
両
県
を
中
心
に
竜
巻
が
発

生
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
被

害
の
様
子
を
彷
彿
と
さ
せ
る
程

の
被
害
が
出
て
い
る
。
災
害
の

発
生
は
全
く
予
測
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ

た
。
映
画
の
1
シ
ー
ン
の
よ
う

な
そ
の
時
の
録
画
が
テ
レ
ビ

ニ
ュ
ー
ス
で
何
回
も
放
送
さ
れ

て
い
た
が
、
後
1
か
月
も
す
る

と
災
害
多
発
期
に
入
る
。
そ

の
前
に
家
族
皆
で
、
避
難
場

所
や
連
絡
の
取
り
方
な
ど
話

し
合
う
な
ど
、
準
備
を
し
て

お
き
た
い
も
の
。
「
特
に
今
年

は
」
と
感
じ
て
い
る
人
も
多

い
の
で
は
な
い
か
。

　
修
学
旅
行
の
シ
ー
ズ
ン
が

10
日
、
第
一
陣
の
来
島
で
ス

タ
ー
ト
し
た
が
、
気
温
や
湿

度
が
高
ま
る
こ
れ
か
ら
の
時

期
は
、
食
中
毒
に
も
十
分
な

注
意
が
必
要
な
頃
で
、
万
病

の
元
と
さ
れ
事
故
な
ど
に
も

通
じ
る
ス
ト
レ
ス
を
た
め
込

ま
ず
過
労
に
な
ら
ぬ
よ
う
注

意
し
て
、
体
調
を
整
え
て
体
力

が
落
ち
ぬ
よ
う
心
が
け
、
こ

れ
か
ら
の
梅
雨
、
暑
い
時
季

を
、
元
気
で
心
明
る
く
無
事

に
す
ご
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

◎
日
曜
営
業
（
2 7
日
）

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

◎
忌
明
寄
付

○
お
た
ん
じ
ょ
う

●
お
く
や
み

◎
寄
付

慶
　
　
弔

第一回

壱岐で撮影された昔の風景、懐かしのあの
場所などの写真をお持ちの方は編集部まで
お送り下さい。
この紙面の中でご紹介いたします。また、
お送り頂いた写真についてのご説明やコメ
ントもお願いします。

〒 811-5136 壱岐市郷ノ浦町片原 247-7
E-mail : ikisinpou@oboe.ocn.me.jp

　
壱
岐
島
の
昔
懐
か
し
い
写

真
の
中
か
ら
、
移
り
ゆ
く
島

の
姿
を
懐
か
し
み
な
が
ら
古

き
良
き
時
代
に
思
い
を
馳
せ

て
み
ま
し
ょ
う
。
当
コ
ー

ナ
ー
で
は
そ
ん
な
壱
岐
の

姿
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。

　
今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、

私
達
の
足
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
九
州
郵
船
が
運
行

し
て
い
た
船
で
す
。

　
写
真
に
あ
る
船
は
、
昭
和

55
年
7
月 

か
ら 

博
多
～
壱

岐
航
路
に
就
航
し
た
単
胴
型

高
速
船
「
シ
ー
エ
ー
ス
」
で

す
。
耐
航
性
な
ど
の
問
題
か

ら
、
冬
季
は
時
折
運
休
し
て

い
た
の
は
今
で
は
懐
か
し
い

エ
ピ
ソ
ー
ド
。
平
成
2
年
に
そ

の
運
航
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
お
そ
ら
く
40
代
か
ら
上
の

方
々
に
は
馴
染
み
深
く
、
記
憶

に
も
残
っ
て
い
る
船
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
ま
で
の

フ
ェ
リ
ー
が
大
型
で
は
あ
っ
て

も
速
度
は
通
常
フ
ェ
リ
ー
の
ま

ま
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
博
多

～
壱
岐
間
で
初
と
な
っ
た
高
速

船
に
、
福
岡
ま
で
の
距
離
が
グ

ン
と
縮
ま
っ
た
感
じ
が
し
た
の

を
思
い
出
し
ま
す
。

　
こ
の
シ
ー
エ
ー
ス
の
存
在

が
、

現

在

就

航

し

て

い

る

ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
「
ヴ
ィ
ー

ナ
ス
」
へ
と
流
れ
て
い
き
ま
す
。

お送り先は　
壱岐新報社

▽
郷
ノ
浦
町
麦
谷
触
、
塚
本
幸

彦
（
亡
母
ス
ミ
子
）
・
市
社
協

郷
ノ
浦
事
業
所
、
神
ノ
木
公
民

館
、
麦
谷
老
人
会
へ

▽
郷
ノ
浦
町
志
原
南
触
、
松
永

裕
一
（
亡
母
惠
子
）
・
市
社
協

郷
ノ
浦
事
業
、
志
原
南
触
公
民

館
、
同
触
老
人
会
へ

▽
郷
ノ
浦
町
渡
良
西
触
、
大
島

耕
司
（
亡
父
力
）
・
市
社
協
郷

ノ
浦
事
業
所
、
渡
良
西
触
公
民

館
、
同
触
老
人
会
へ

▽
郷
ノ
浦
町
大
原
触
、
中
尾
照

代
（
亡
父
三
男
）
・
市
社
協
郷
ノ

浦
事
業
所
、
大
原
上
公
民
館
へ

▽
郷
ノ
浦
町
有
安
触
、
大
久
保

文
夫
（
亡
父
碩
純
）
・
市
社
協

郷
ノ
浦
事
業
所
へ

▽
芦
辺
町
瀬
戸
浦
、
牧
山
一

幸
（
亡
母
ハ
ツ
）
・
市
社
協
芦

辺
事
業
所
、
瀬
戸
先
ノ
川
公

民
館
、
箱
崎
谷
江
公
民
館
、

同
東
公
民
館
へ

▽
芦
辺
町
中
野
郷
西
触
、
橋

本
修
一
（
亡
父
幸
朗
）
・
市

社
協
芦
辺
事
業
所
、
中
野
郷

西
公
民
館
へ

▽
芦
辺
町
諸
由
二
亦
触
、
橋
口

敏
孝
（
亡
叔
父
隆
範
）
・
市
社

協
芦
辺
事
業
所
，
諸
吉
高
尾
公

民
館
へ

▽
福
岡
県
古
賀
市
、
石
田
勝

（
亡
姉
タ
ミ
）
・
市
社
協
芦
辺

事
業
所
へ

▽
芦
辺
町
中
野
郷
仲
触
、
牧
山

一
夫
（
亡
妻
博
子
）
市
社
協
芦

辺
事
業
所
、
中
野
郷
惣
清
公
民

館
、
同
東
部
老
人
ク
ラ
ブ
へ

▽
芦
辺
町
諸
吉
本
村
触
、
三

浦
武
晴
（
亡
父
武
夫
）
・
市
社

協
芦
辺
事
業
所
、
八
幡
東
町

公
民
館
へ

▽
芦
辺
町
中
野
郷
本
村
触
、

宮
坂
幸
秋
（
亡
祖
母
志
由
武
）・

市
社
協
芦
辺
事
業
所
、
中
野

郷
本
村
公
民
館
・
同
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
、
同
西
部
老

人
ク
ラ
ブ
へ

▽
芦
辺
町
国
分
東
触
、
寺
田
吉

宏
（
亡
父
繁
）
・
市
社
協
芦
辺

事
業
所
、
国
分
本
村
公
民
館
、

同
老
人
ク
ラ
ブ
へ

（
３
日
～
9
日　

届
け
出
分
）

【
郷
ノ
浦
町
】

▽
立
石
壱
大
（
い
ち
た
）
ち
ゃ

ん
／
祐
基
・
渡
良
浦
▽
石
丸
和

明
（
か
ず
あ
き
）
ち
ゃ
ん
／
康

明
・
麦
谷
触

【
石
田
町
】

▽
立
石
旺
佑
（
お
う
す
け
）
ち
ゃ

ん
／
真
佑
・
筒
城
仲
触

【
郷
ノ
浦
町
】

▽
内
山
富
美
恵
さ
ん
（
44
）
有

安
触
▽
田
原
妙
子
さ
ん
（
95
）

長
峰
本
村
触

【
勝
本
町
】

▽
馬
渡
ア
キ
エ
さ
ん
（
89
）
本

宮
南
触
▽
冨
永
ア
ヤ
子
さ
ん

（
95
）
本
宮
南
触

【
芦
辺
町
】

▽
西
セ
ツ
子
さ
ん
（
82
）
芦
辺
浦

▼
郷
ノ
浦
町
▽
平
田
石
油

▼
勝
本
町
▽
町
田
石
油

▼
芦
辺
町
▽
昇
運
石
油
▽
川
添

石
油
▽
大
阪
屋
石
油

▼
石
田
町
▽
松
屋
石
油

《
俳
句　

島
を
詠
む　

5
月
③
》

猿
岩
の
頬
濡
ら
し
た
る
卯
浪
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
良　

奈
々
月

　

俳
句
の
中
に
固
有
名
詞
を
織
り
込
む
手
法
は
賛
否
両

論
で
す
が
、
私
は
割
と
好
ん
で
使
い
ま
す
。
壱
岐
の
中

で
は
地
名
だ
と
、
猿
岩
の
他
に
ヘ
ソ
石
・
千
人
塚
・
月
読
・

鬼
の
窟
（
い
わ
や
）
等
。
そ
し
て
何
と
言
っ
て
も
曽
良

翁
の
墓
と
句
碑
は
欠
か
せ
な
い
題
材
で
す
。

講
師
に
サ
イ
ク
リ
ス
ト
日
隈
選
手

　
　
　
　

一
支
国
博
物
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
芦
辺
町
、
一
支
国
博
物
館
は

６
月
9
日
午
後
2
時
か
ら
1
時

間
半
、
3
階
体
験
交
流
室
で
、

翌
10
日
に
開
催
さ
れ
る
第
24
回

壱
岐
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
出
場
予
定
の
プ
ロ
の
自
転

車
競
技
選
手
・
日
隈
優
輔
さ
ん

を
講
師
に
招
き
、
「
自
転
車
で

心
も
体
も
元
気
に
な
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
く
。

　
日
隈
選
手
は
現
在
、
ア
メ
リ

カ
の
プ
ロ
チ
ー
ム
「
ワ
ン
ダ
フ

ル
・
ピ
ス
タ
チ
オ
ズ
・
プ
ロ

フ
ェ
シ
ョ
ナ
ル
・
サ
イ
ク
リ
ン

グ
・
チ
ー
ム
」
に
所
属
し
て
お

り
、
２
０
０
６
年
・
カ
メ
ル
ー

ン
大
会
で
個
人
総
合
8
位
（
ア

フ
リ
カ
大
会
ツ
ア
ー
日
本
人
初

の
快
挙
）
に
入
る
な
ど
、
フ
ラ

ン
ス
や
台
湾
と
海
外
で
も
活

躍
、
壱
岐
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
タ

で
も
５
０
㌔
で
２
０
０
６
年
・

優
勝
、
２
０
０
９
年
・
準
優
勝

の
記
録
を
残
し
て
い
る
。

　
当
日
は
①
プ
ロ
も
取
り
入
れ

る
簡
単
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
（
実
技

指
導
）
②
世
界
の
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
と
異
文
化
体
験
（
ト
ー
ク
）

③
壱
岐
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
と
壱
岐
島
の
魅
力
（
同
）

と
、
日
頃
か
ら
健
康
な
体
づ
く

り
を
心
が
け
て
い
る
市
民
ら
が

気
軽
に
参
加
で
き
る
内
容
で
行

わ
れ
る
。
対
象
は
小
学
生
か

ら
一
般
。
入
場
無
料
。

　
定
員
は
60
人
で
事
前
の
申
し

込
み
が
必
要
。
先
着
順
で
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
ら
れ
る
。

申
し
込
み
は
電
話
（
０
９
２
０

-

4
5

-

２
７
３
１
）
か
博
物

館
1
階
・
受
け
付
け
へ
。

写真提供・日隈優輔

頑張った壱岐チーム

大
谷
コ
ー
ト
で
26
、
27
日
の
開
催

第
47
回
壱
岐
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス

　
第
47
回
壱
岐
オ
ー
プ
ン
テ
ニ

ス
大
会
（
同
大
会
実
行
委
員
会

主
催
）
が
26
日
と
27
日
の
両

日
、
郷
ノ
浦
町
、
大
谷
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
で
開
か
れ
る
。

　
今
大
会
は
、
社
会
人
・
大
（
専

門
）
学
生
ら
で
構
成
さ
れ
た
ペ
ア

を
対
象
に
、
初
日
は
男
女
ダ
ブ
ル

ス
、
2
日
目
は
混
合
ダ
ブ
ル
ス
の

ゲ
ー
ム
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
雨

天
の
際
は
勝
本
町
湯
ノ
本
、
サ
ン

ド
ー
ム
壱
岐
で
行
わ
れ
る
。

　
参
加
料
は
各
種
目
1
組
5
千

円
。
問
い
合
わ
せ
な
ど
詳
し
く

は
壱
岐
テ
ニ
ス
協
会
・
吉
川
秋

夫
さ
ん
（
電
話
０
９
２
０
―

４
７
―
１
５
２
９
）
へ
。

▽
大
正
琴
の
会
（
芦
辺
町
、

つ
ば
さ
利
用
）
は
福
祉
事
業

に
役
立
て
て
と
、
市
社
協
芦

辺
事
業
所
へ

▽
芦
辺
町
、
田
河
地
区
婦
人
会

は
福
祉
事
業
の
一
助
に
と
市

社
協
芦
辺
事
業
所
へ

男
子
・
石
田
、
女
子
・
芦
辺
が
Ｖ

　
　

市
中
学
生
春
季
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
市
中
体
連
の
球
技
・
剣
道

大
会
（
19
～
20
日
）
を
前
に
、

本
年
度
・
市
中
学
生
春
季
大

会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
こ

の
ほ
ど
開
か
れ
た
。

　
男
子
は
石
田
が
3
勝
し
て

優
勝
、
準
優
勝
は
2
勝
1
敗

で
郷
ノ
浦
、
3
位
・
勝
本
１

勝
２
敗
。
一
方
、
女
子
は
芦

辺
が
３
勝
し
て
優
勝
、
準
優

勝
は
２
勝
１
敗
で
勝
本
、
３

位
・
郷
ノ
浦
１
勝
２
敗
。

壱岐チーム健闘、８強入り
31チームが出場して熱戦
全日本少年サッカー佐世保市予選

　
佐
世
保
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
主

催
の
第
36
回
全
日
本
少
年
サ
ッ

カ
ー
大
会
佐
世
保
市
予
選
が
4

月
28
日
か
ら
3
日
間
、
北
部
ふ

れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
広
場
な
ど
3

会
場
で
開
か
れ
、
壱
岐
を
始
め

各
地
か
ら
31
チ
ー
ム
が
出
場
し

て
熱
戦
が
展
開
さ
れ
た
。

　
本
市
か
ら
は
壱
岐
少
年
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
（
山
田
武
範
監

督
）
の
キ
ャ
プ
テ
ン
・
目
良

航
也
く
ん
（
12
）
ら
14
人
が

参
加
。
ゲ
ー
ム
は
8
人
制
で

行
わ
れ
、
予
選
リ
ー
グ
Ｄ
組

を
ト
ッ
プ
で
通
過
し
、
決
勝

リ
ー
グ
に
駒
を
進
め
た
。

　
決
勝
リ
ー
グ
で
は
、
佐
世
保

の
「
ア
プ
レ
ン
テ
ィ
ス
」
に
２

け
た
得
点
を
挙
げ
大
差
で
勝
っ

た
も
の
の
、
優
勝
し
た
「
楠
栖
」

（
佐
世
保
）
に
惜
し
く
も
敗
れ

た
が
、
大
い
に
健
闘
し
ベ
ス
ト

8
に
入
っ
た
。


